
刷数 訂正箇所 誤 正 掲載
1 p210 右段６～9行目 ⓑ 左右手の触覚性（触点）異同判断障害

閉眼にて実施．検者は被検者の左右の手指に触
れ，触れられた指が左右で同じであるか異なって
いるかを被検者に答えてもらう．異同の判断困難
が知覚障害によるものではないことを示すため
に，同側の手で同じ形を再現できることを確認し
ておく．

ⓐ 左右手の位置覚性（指パターン）異同判断
障害
閉眼にて実施．検者は被検者の左右の手にそれ
ぞれ一定の形（指パターン）をつくり，両手の形
が
同じであるか異なっているかを被検者に答えても
らう．異同の判断困難が知覚障害によるものでは
ないことを示すために，同側の手で同じ形を再現
できることを確認しておく．
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1 p211　左段2行目　見出し
３　交叉性視覚性運動失調（視覚運動連合
障害）

３　交叉性視覚性運動失調（視覚運動連合
障害），交叉性のataxie Optique
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1 p211　左段14行目　 視覚性運動失調がないことを示すために
視覚性運動失調（optische Ataxie）がないことを
示すために
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